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韓国 e スポーツ戦国時代 ～後編～ 

 
１．はじめに 

前回は、e スポーツの歴史や市場規模等についてお伝えしました（アジアニュース平成

30 年 12 月をご参照）。今回は、e スポーツの現状や課題、人気の競技についてお伝えして

いきます。 

世界での競技人口は 1億人以上、大会の賞金総額は約 30 億円以上となり、2022 年に中国

杭州で開催されるアジア競技大会や 2024 年パリ五輪の公式種目として議論されるまでに成

長した eスポーツは、日本においても今後更なる発展を遂げるのでしょうか。eスポーツ先

進国と言われている韓国と比較することで、今後の発展可能性を探っていきたいと思いま

す。 

 

２．韓国における人気ジャンル 

それでは韓国で、実際にどのようなゲームが e スポーツとして人気を集めているのでし

ょうか。その前にいわゆる e スポーツにおいて、どのようなジャンルがあるのかというこ

とについて、ご紹介します。 

【図表 1】eスポーツとして採り上げられるジャンル 

ジャンル 説明 代表作品 

マルチプレーヤーオン

ラインバトルアリーナ 

（MOBA） 

主に複数人でパーティを組み、

敵陣の奪取を競うゲーム（1 人

が 1キャラクターを操作） 

Dota 2 

リーグ・オブ・レジェンド

リアルタイムストラテ

ジー 

（RTS） 

リアルタイムで自軍の操作を行

い、敵陣の奪取を競うゲーム（1

人が軍勢全てを操作） 

スタークラフト 

ウォークラフト 

ファーストパーソン・シ

ューティング 

（FPS） 

一人称視点でキャラクターを操

作して敵対プレーヤーを打倒す

るシューティングゲーム 

コール・オブ・デューティ

対戦格闘ゲーム 

（Fighting game） 

キャラクターを操作し、相手を

打倒する対戦ゲーム 

鉄拳 

ストリートファイター 
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スポーツ 
サッカー・野球をはじめ幅広い

ジャンルがある 

ウイニングイレブン 

グランツーリスモ 

オンラインカードゲー

ム 

（OCG） 

オンラインでプレー可能なカー

ドゲーム 

ハースストーン 

遊戯王 OCG 

 

家庭用ゲーム機を主軸とし市場形成が進んだ日本では、家庭用ゲーム機において主流で

あった RPG（ロールプレイングゲーム）や対戦格闘ゲーム、スポーツゲームの人気が現在に

至るまで根強いですが、韓国では大きく異なります。 

韓国では、1990 年代後半の急速なブロードバンドの普及と時を同じくしてゲームプレー

人口が増加したため、オンラインゲームの人気が高いことが特徴です。そのため、オンラ

イン対戦と相性の良いマルチプレーヤーオンラインバトルアリーナ（MOBA）やリアルタイ

ムストラテジー（RTS）の人気が高く、20 年の歳月をかけて発展してきました。 

その中でも、戦略性が高く 1 対 1 での対戦が可能であった作品「スタークラフト」が爆

発的な人気を博し、韓国 e スポーツ発展の牽引役になったと言われています。現在では、

より観戦が容易であり、団体競技としての性格を色濃く持つ作品「リーグ・オブ・レジェ

ンド」に人気が集中しており、１年を通じて様々なリーグが開催されています。 

 

【図表 2】作品「リーグ・オブ・レジェンド」に関係する主要国内外リーグ（2018 年） 

日程 リーグ名 優勝賞金 

2018/6/11～9/7 
2018LOL チャレンジャーズコリアサマ

ー 

2,000 万ウォン 

（約 200 万円） 

2018/6/12～8/9 2018LOL チャンピオンコリアサマー 
4,000 万ウォン 

（約 400 万円） 

2018/8/18～8/19 
第10回大統領杯アマチュアeスポーツ

大会 

4,380 万ウォン（総額） 

（約 438 万円） 

2018/10/1～11/3 
LOL2018 ワールドチャンピオンシップ

（国際大会） 

約 840,000 米ドル 

（約 9,240 万円） 

2018/12/7～12/8 LOL オールスター2018 エキシビションのため賞金なし 

2018/12/18～12/31 2018LOL KeSPA カップ 
4,000 万ウォン 

（約 400 万円） 

出典：NAVER ウェブサイト他 
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【写真】eスポーツリーグの会場 

 

出典：ビジネスポスト 

 

 

３．裾野が拡大する eスポーツ 

 日本では 2018 年に日本 eスポーツ連合が発足し、au やサントリーをはじめ、6企業が公

認スポンサーとなったことが話題となりましたが、韓国においては国策として選手強化に

いち早く取り組んでいたものの、これまで一般企業からの支援はあまり得られていない状

況にありました。 

 しかし、大会数や賞金額が増加し国内外の関心が高まっていることを受け、韓国におい

ても従来ゲーム産業と関係の無かった企業が PR のため、e スポーツ業界にスポンサーとし

て名乗りを上げるケースが近年増加しています。 

 大手財閥グループ企業の SK やハンファ生命、インターネット TV 配信業者のアフリカ TV

などが自社でチームを結成し、リーグ戦や国際大会でしのぎを削っています。さらに、在

韓銀行大手のウリ銀行が 2019 年リーグ・オブ・レジェンドスプリング（リーグ戦）のメイ

ンスポンサーになり、新しい顧客と接点を増やすマーケティング戦略の一環としています。 

 地方公共団体も e スポーツの可能性に注目しており、城南（ソンナム）市は e スポーツ

産業育成の体系化を図り西江（ソガン）大学ゲーム教育院を設立しました。今後、更なる

競技人口拡大、視聴者の増加に向けて、国家、民間、教育機関が連携し産業発展を図って

いる途上にあるといえます。 

 



 

4 

４．おわりに 

以上のように大きな盛り上がりを見せている e スポーツですが、その人気は若年層を中

心としており、文化として定着していくまでに今しばらくの時間が必要であることは、日

本と共通の課題であるともいえます。 

しかし、いわゆるデジタルネイティブ世代（※）を中心に、今後更なる成長が期待でき

る分野であることは確実視されており、それが賞金額の増加であったり、多くのスポンサ

ー企業参入に表れているのではないでしょうか。 

※デジタルネイティブ世代…幼少期からパソコンやスマートフォンを利用してきた世代。概ね 30 代未満

の層を指す。 

またプロの洗練されたプレースタイルを実際に観戦することは、リアルタイムの駆け引

きや戦術がプレーに表れるので、従来のスポーツ観戦と比較しても何ら遜色ない楽しさや

感動を得られます。 

e スポーツは若年層を中心にマーケットが形成されているため、例えば地域おこしの一環

として大会を誘致する、従来接点のなかった層への企業 PR の場としてチームを後援する、

カフェを併設して顧客を呼び込む等、新たな需要・市場開拓の可能性を秘めています。 

皆様も是非、eスポーツの奥深い世界に参加し感動を共有すると共に、発展の機運が高ま

っている今だからこそ、ビジネスの一環としての関わりについてもご検討されてみてはい

かがでしょうか。 

（山口銀行釜山支店 小林 正典） 
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